
【難しい問題(大学入試レベルの問題)】 (難易度：難) 

□「ドイツ帝国」に関する文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

プロイセンでは、a ユンカー出身のビスマルクが 1862 年にヴィルヘルム 1 世から宰相に任じられると、

議会の反対を押し切って軍備を拡張した。やがて、プロイセンは( あ )から奪った土地を巡ってオースト

リアと戦ってこれを破り、ドイツ連邦を解体し、プロイセンを盟主とする新たな連邦をつくり上げた。 

 一方、フランスのナポレオン 3世はプロイセンの強大化を恐れ、1870年 7月 bプロイセン=フランス戦争

を始めたが、フランス北部のスダン(セダン)で敗れ、捕虜となった。この時、パリで暴動が起こり、( い )

は廃止された。戦争に敗れたフランスは、ドイツにｃ2か所の領土を譲った他、多額の賠償金を課せられた。 

 1871 年 1月、ヴィルヘルム 1世はヴェルサイユ宮殿でドイツ皇帝の位につき、〈 Ａ 〉のドイツ帝国が

成立した。帝国議会は〈 Ｂ 〉で選ばれたが、帝国宰相は皇帝にのみ責任を負い、議会は無力であった。

ビスマルクは宰相として約 20年間、なかば独裁的な権力をふるった。 

 当時、南ドイツで多数派であったカトリック教徒は、新教国プロイセンの支配を喜ばず、中央党を組織し

て政府に対抗したので、ビスマルクはⅰカトリックに対する抑圧的な政策を実行した。しかし、彼は社会主

義勢力の進出を抑えるため、結局カトリック勢力と妥協しなければならなくなった。1878 年には、皇帝狙

撃(暗殺未遂)事件をきっかけにⅱ社会主義者鎮圧法を制定したが、他方では災害保険、疫病保険、養老保険

などの社会保険制度を実施して労働者を味方にしようと試みた。 

 ビスマルクは外交政策でも手腕を発揮し、復讐を狙うフランスを孤立させて、ドイツの安全を図った。す

なわち、1873年、ビスマルクはドイツ・オーストリア・ロシアとｄ三帝同盟を結んだ。しかし、ロシアはバ

ルカンで勢力拡大を図り、オーストリアと対立することになった。1875年にオスマン帝国支配下の( う )

のギリシア正教徒が反乱を起こすと、オスマン帝国政府は厳しく弾圧した。反乱側を支持するロシアは、

1877 年にオスマン帝国と開戦して勝利を得た。いったんはロシアの南下政策が成功したかにみえたが、ビ

スマルクが調停役となった e 国際会議において、新たな講和条約が締結され、ロシアの南下政策は挫折し

た。 
 

問 1.文章中の(あ)～(う)にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。 

  ただし、（あ）は国名、（い）は政体の名称、(う)は地域の名称を答えること。 
 

問 2.下線部 aについて述べた文章として、内容が誤っているものを選びなさい。 

① 東方植民以降、エルベ川以東に成長した地主貴族を指す。 

② グーツヘルシャフトの経営で富を得ていた。 

③ 保守的な支配層を形成していた。 

④ シュタインとハルデンベルクが主導した改革で消滅した。 
 

問 3.下線部 bについて述べた文章として、内容が誤っているものを選びなさい。 

 ① スペイン王位継承問題が開戦の契機となった。 

 ② 南ドイツ諸邦もプロイセンと同盟して参戦した。 

 ③ フランスと対立するグラッドストン内閣はドイツ側を支援した。 

 ④ この戦争に乗じてイタリア王国はローマ教皇領を占領した。 

 

問 4.下線部 cが指す 2か所の名称とそれらの場所の組み合わせとして 

正しいものを選びなさい。 

〈名称〉                                                      〈場所〉 

Ｘ：シュレスヴィヒ・ホルシュタイン Ｙ：アルザス・ロレーヌ 

 

① Ｘ・カ   ② Ｘ・キ   ③ Ｙ・カ   ④ Ｙ・キ 

カ 

キ 



問 5.文章中の〈Ａ〉・〈Ｂ〉に入る語句の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 

① Ａ:連邦国家  Ｂ:男女普通選挙     ② Ａ:連邦国家  Ｂ:男性普通選挙  

③ Ａ:単一国家  Ｂ:男女普通選挙     ④ Ａ:単一国家  Ｂ:男性普通選挙  

 

問 6.二重下線部ⅰ・ⅱの政策を風刺した絵の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ⅰ：ア ⅱ：イ   ② ⅰ：ウ ⅱ：エ   ③ ⅰ：エ ⅱ：ア   ④ ⅰ：ウ ⅱ：イ 

 

問 7.下線部 dを結んだ時のオーストリア・ロシア両国の君主の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 

 ① フランツ=ヨーゼフ 1世・ニコライ 1 世 

 ② フランツ=ヨーゼフ 1世・アレクサンドル 2世 

 ③ フランツ 1世・ニコライ 1世 

 ④ フランツ 1世・アレクサンドル 2世 

 

問 8.下線部 eについて述べた文章として、内容が誤っているものを選びなさい。 

① ブルガリアは領土を縮小され、オスマン帝国内の自治国となった。 

② フランスがモンテネグロを領有した。 

③ セルビアの独立が承認された。 

④ イギリスがキプロス島の統治権を得た。 

 

【解答】各 2点×10問＝合計 20点 

問 1 (あ)デンマーク (い)第二帝政 (う)ボスニア・ヘルツェゴヴィナ 

問 2 ④   問 3 ③   問 4 ④   問 5 ②   問 6 ③   問 7 ②   問 8 ② 

ア イ ウ 

エ 


